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大熊町

広野町

　

原
発
事
故
か
ら
２
年
が
経
過
し
た
。

　

大
熊
町
は
一
昨
年
、
全
町
民
の
96
％
の

世
帯
が
帰
宅
困
難
区
域
に
入
る
こ
と
に
な

る
た
め
「
５
年
間
は
帰
還
し
な
い
」
と
い

う
苦
渋
の
決
断
を
下
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
１
年
余
り
過
ぎ
た
昨
年
12
月
、

大
熊
町
は
「
帰
宅
困
難
区
域
」、「
居
住
制

限
区
域
」、「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」

の
３
区
域
に
再
編
さ
れ
、
一
部
の
住
民
の

み
が
自
由
に
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
町
発
行
の
通
行
許
可
証
が
な

け
れ
ば
町
に
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
状

況
に
あ
る
。

　

昨
年
６
月
に
実
施
し
た
「
第
一
次
大
熊

町
復
興
計
画
（
素
案
）」
に
対
す
る
町
民

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
今
後
の
暮
ら
し
に

つ
い
て
、「
大
熊
町
に
戻
ら
な
い
」
と
答

え
た
町
民
が
40
．5
％
で
あ
る
一
方
、「
居

住
地
を
自
ら
選
択
し
て
帰
れ
る
ま
で
待
つ
」

と
「
町
指
定
地
に
居
住
し
て
帰
れ
る
ま
で

待
つ
」
と
答
え
た
町
民
は
約
50
％
と
な
っ

て
い
る
。
や
は
り
、
大
熊
町
へ
の
帰
郷
の

思
い
は
強
い
。

　

現
在
、
町
は
、
帰
町
す
る
、
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
、
町
民
が
ど
の
選
択
肢
を
選

択
し
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
中
で
、除
染
に
よ
り
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
取
り
戻
す
ま

で
「
新
た
な
拠
点
・
ニ
ュ
ー
大
熊
町
」
の

調
整
も
進
め
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
町
民
は
そ
の
新
天

地
へ
移
転
す
る
う
え
で
、
様
々
な
不

安
を
抱
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
新
し
い
居
住
地
で
震
災

前
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
維
持
が
で
き
る
の
か
、
か
つ
て
の

よ
う
な
多
世
代
が
共
に
生
活
で
き
る

住
居
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

新
天
地
に
は
医
療
介
護
や
福
祉
施
設

が
、
今
な
お
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。

　

居
住
制
限
区
域
に

あ
る
大
川
原
地
区

は
、
除
染
・
治
安
維

持
の
拠
点
と
な
る
場

所
に
指
定
さ
れ
、
国

に
よ
る
除
染
作
業
が

急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
作
業
員

に
は
地
元
住
民
も
多

く
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
、
放
射
線
防
護

服
に
身
を
包
み
な
が
ら
作
業
す
る
住
民
の

姿
か
ら
は
、「
生
ま
れ
育
っ
た
故
郷
の
た

め
」
と
使
命
感
が
滲
み
出
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。

　

町
の
あ
る
職
員
は
語
る
。「
時
間
が
虚

し
く
経
過
し
て
い
く
よ
う
な
事
は
し
た
く

な
い
。
私
た
ち
も
帰
町
に
向
け
て
全
力
を

は
あ
る
の
か
、商
業
施
設
、交
通
機
関
、

さ
ら
に
は
雇
用
な
ど
へ
の
不
安
だ
。

　

ま
た
、
一
時
避
難
的
に
学
校
生
活

を
始
め
た
子
供
た
ち
が
、
更
な
る
転

校
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
新
た
な
地
域
で
友

人
関
係
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い

っ
た
教
育
に
対
す
る
憂
慮
も
大
き
い
。

　

そ
の
他
に
、
移
転
先
の
自
治
体
で
、
必

要
と
さ
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
か
な
ど
も
あ
る
。

　

町
は
、
こ
う
し
た
不
安
＝
町
民
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
な
行
政
課

題
を
挙
げ
て
い
る
。

　

暮
ら
し
の
再
建
と
心
の
復
興
に
向
け
た

相
談
支
援
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
機

能
の
強
化
、
内
外
の
支
援
を
結
集
し
て
継

続
的
に
暮
ら
し
を
維
持
し
て
い
く
仕
組
み

づ
く
り
、
復
興
に
向
け
た
様
々
な
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
多
様
な
主
体
や
仕
組
み

づ
く
り
、
外
部
の
支
援
力
の
強
化
な
ど
が

そ
れ
だ
。

　

避
難
先
で
の
生
活
は
２
年
間
が
経
過
し
、

平
成
25
年
１
月
の
時
点
で
県
内
に
約
８
，０

０
０
人
、
県
外
に
約
３
，５
０
０
人
の
町
民

急ピッチで進められている除染作業

大熊町の大川原地区の航空写真。ここは除染・治安維持
の拠点として指定された

電気のふるさと Vol.31 14

動き出した福島県各地
の復興への歩み
このコーナーでは電源地域各地の地域
振興に向けた話題を取り上げています。
今回は、あの東日本大震災から2年、福
島県の大熊町の現状と、広野町の地域
コミュニティ再形成に向けた取り組み
や、国や県の主催による復興支援事業、
イベントなどをご紹介します。

電電源源地地域 域 振振興興トトピピッッククスス

山
積
す
る
課
題
解
決
に
向
け
て

少
し
で
も
前
に
進
む

福
島
県
大お

お
く
ま熊

町ま
ち

動き出した福島県各地
の復興への歩み



　

商
品
開
発
・
販
路
拡
大
の
プ
ロ
と
と
も

に
挑
戦
す
る
〝
じ
ま
ん
の
一
品
〞
づ
く
り

を
行
う
「
ふ
く
し
ま
『
じ
ま
ん
の
一
品
』

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
、
平
成
24
年
８
月
か

ら
25
年
３
月
ま
で
の
約
９
ヶ
月
間
に
わ
た

っ
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
経
済
産
業
省

の
被
災
地
復
興
支
援
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
各
分
野
の
専
門
家
た
ち
が
チ
ー
ム
を

組
み
、
福
島
が
本
来
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
し
て
自
慢
の
一
品
づ
く
り
を
お
手

伝
い
す
る
も
の
。

　

福
島
県
内
の
事
業
者
約
1
0
0
社
が
参

加
し
、
商
品
開
発
や
流
通
の
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
の
下
、
具
体
的
な
商
品
づ
く
り

や
、
百
貨
店
や
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
商
談
会
な
ど
を
開

催
し
て
き
た
。ま
た
、首
都
圏
流
通
・
飲
食

店
で
の
販
売

や
テ
ス
ト
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
な
ど
を
行

い
、「
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
ト
レ

ー
ド
シ
ョ

ー
」
な
ど
の

展
示
会
で
そ

の
成
果
を
発

表
し
た
。

　

昨
年
12
月
24
日
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
に

行
わ
れ
た
の
が
「
げ
ん
き
咲
か
そ
う
！
ふ

く
し
ま
大
交
流
フ
ェ
ア
」。

　

福
島
県
主
催
で
東
京
・
有
楽
町
の
東
京

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
か
れ
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
圏
内
の
郷
土
料
理
や
B
級
グ
ル

メ
、
産
品
な
ど
の
ブ
ー
ス
が
並
び
、
イ
ベ

ン
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
県
内
の
観
光
地
や
伝

統
の
お
祭
り
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の

ス
テ
ー
ジ
で
は
、N
H
K
大
河
ド
ラ
マ『
八

重
の
桜
』
の
主
演
を
演
じ
る
、
綾
瀬
は
る

か
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
出
演
者
が
、
新

種
の
桜
の
命
名
や
、
佐
藤
雄
平
知
事
と
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。

　

平
成
24
年
12
月
か
ら
平
成
25
年
２
月
ま

で
の
３
ヶ
月
間
、
福
島
県
広
野
町
に
お
い

て
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
実
践
講
座
」

（
全
10
回
）
を
開
催
し
た
。

　

相
双
地
域
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震

災
お
よ
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
一
旦

分
散
し
て
し
ま
っ
た
が
、
広
野
町
等
、
一

部
地
域
に
お
い
て
は
住
民
の
帰
還
が
進
め

ら
れ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
形
成
が

急
務
に
な
っ
て
い
る
現
状
に
あ
る
。

　

こ
の
講
座
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
形
成
と
雇

用
の
創
出
を
目
的

に
、
平
成
24
年
度

相
双
地
域
雇
用
創

造
推
進
事
業
（
厚

生
労
働
省
委
託
事

業
）
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

講
座
に
は
地
域

住
民
を
は
じ
め
、

農
業
者
、
地
元
工
業
団
地
の
事
業
者
や
商

業
者
、
町
議
会
議
員
な
ど
、
14
名
が
集
ま

り
、
各
回
の
講
座
で
は
、
各
分
野
の
専
門

家
に
よ
る
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通

し
て
、
事
業
の
再
生
、
ふ
れ
あ
い
と
交
流

の
場
づ
く
り
、
生
活
を
支
え
る
商
業
の
復

興
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
な
ど

に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

　

ま
た
、
講
座
中
盤
に
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
再
興
し
た
先
進
地
域
と
し
て
、

新
潟
県
長
岡
市
山
古
志
地
域
へ
の
実
地
研

修
を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
興
の

進
め
方
や
参
考
に
な
る
ア
イ
デ
ア
等
を
実

際
の
地
域
づ
く
り
の
現
場
で
体
感
し
た
。

　

講
座
最
終
回
に
は
「
成
果
発
表
会
」
を

行
い
、
広
野
町
・
黒
田
副
町
長
を
前
に
、

こ
れ
ま
で
の
講
座
を
通
し
て
構
築
し
て
き

た
「
町
民
の
交
流
の
場
」、「
新
し
い
特
産

品
」、「
情
報
発
信
」
の
３
つ
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
、今
後
、

事
業
化
に
向
け
、
広
野
町
の
協
力
の
も
と

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

挙
げ
て
頑
張
る
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん

は
避
難
中
で
も
、
何
か
ひ
と
つ
『
生
き
甲

斐
』
を
見
つ
け
て
日
々
の
暮
ら
し
を
豊
か

な
も
の
に
し
て
欲
し
い
」

　

町
民
に
と
っ
て
も
、職
員
に
と
っ
て
も
、

避
難
先
か
ら
帰
町
で
き
る
状
況
を
作
り
出

し
て
い
る
こ
と
を
、
少
し
で
も
実
感
し
て

い
く
こ
と
が
、
厳
し
い
長
期
避
難
生
活
を

乗
り
越
え
て
い
く
原
動
力
に
な
っ
て
い
く

の
で
あ
ろ
う
。

10回にわたって開催された講座では広野町
の復興に向けた様々な意見交換がなされた

上：昨年12月24日に開催された「げんき咲かそう！ふくしま大交流フェア」
下：「ふくしま『じまんの一品』プロジェクト」の「スーパーマーケットトレード
ショー」での成果発表
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次
の
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に
…

福
島
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
形
成
に
向
け
た

実
践
講
座
を
開
催

福
島
県
広ひ

ろ

野の

町ま
ち


